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名桜大学における大学評価ワークショップ試行の意義について 

 

 

 第 7 期中央教育審議会（平成 25 年 2 月～）の大学教育部会において、認証評価制度の見

直しについての本格的な検討が開始されました。そこでは、各認証評価機関が第 2 サイク

ルの改善にあたって、評価項目に学修成果や内部質保証を設定したことを踏まえながら、

評価の一層の効率化と実質化を目指した議論が行われています。 

 一方、その議論に先立って公立大学協会では、平成 24 年度に大学評価全般に関する検討

を行い、そこで明らかになった評価の諸課題に引き続き取り組むために、本年 5 月に「公

立大学政策・評価研究センター」を設置いたしました。そして、本センターの最初の取組

みとして「大学評価ワークショップ」（以下 WS）を 2 年程度かけ、試行的に実施すること

とし、長崎県立大学及び名桜大学の協力が得られましたので、この 2 大学で試行を実施す

ることとなりました。 

 

 今回の名桜大学での WS 試行の意義は、例えば以下の 3 つのポイントに整理することが

できます。 

① 認証評価機関（例えば大学基準協会）は、自らの評価を内部質保証に軸足を置いた評

価へシフトさせるに伴い、大学に対しては外部評価や大学相互の評価を実施することを

推奨している。本試行を通じこの WS が、評価機関の推奨する外部評価として意義のあ

るものかどうか検証する。 

② WS の具体的な成果物として作成する「大学ピアレビュー」が、名桜大学が次年度受審

する日本高等教育評価機構の認証評価に有効活用できる可能性があるか検証する。 

③ WS の実施が大学の特色ある取組みを進展し、支援することとなるか、対象大学である

名桜大学から評価を受け、その結果を含め、WS の試行の結果を大学教育部会の「認証評

価制度の改善・充実」の議論など外部の検討にも提供する。 

 

 本センターとしては、今年度から始まる新たな試みに積極的に手を挙げていただいた名

桜大学の学長をはじめ、教職員、学生の皆様の協力に感謝しながら、共に歩む公立大学の

コミュニティーの一員として、今後の公立大学の役に立つモデルづくりを念頭におきつつ

も、まずは名桜大学から提示される優れた取り組みや諸課題について、これまでの経験を

少しでも生かして対応できるよう、真摯に向き合いたいと考えます。 

 

 

一般社団法人公立大学協会 

 会長 木苗直秀 

公立大学政策・評価研究センター 

     センター長 浅田 尚紀 

     評価チーム一同 
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大学評価ワークショップ（名桜大学）実施仕様書 
 
Ⅰ．評価・支援項目 

1 大学の特色ある取組みに対する評価項目 

 
① 教育の質の向上に向けた本学の取組について 

   A 教養教育への取り組み 
    
 ② 学生活動及び地域貢献活動 

   B 学生による地域貢献活動 
B-1 ヘルスサポート JOYBEAT（健康・長寿サポートセンター） 
B-2 朝市ゆんたく健康増進活動 
B-3 ぴゅあサポート（教職ボランティアサークル） 
B-4 名護まち映画サポートクラブ（国際学群プロジェクト学習）※名護まち活性映画 
B-5 劇による食育の普及活動（前川ゼミによる寸劇） 
 

  ③ 大学・地域間との連携活動 

C 名桜大学エクステンションセンターの取り組み 
 

④ 学生による国際交流 

D 「GPAC の取組について」 ～アジア学生交流会議～ 
（Global Partnership of Asian Colleges） 

   
 

2 内部質保証システムについて 

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い、その結果を公表することで社会に対する説明責

任を果たしているか 
  （２）内部質保証に関するシステムを整備しているか 
 （３）内部質保証システムを適切に機能させているか 

 
 

 3 大学評価ワークショップの振り返り 

  （１）大学改革への活用 
  （２）社会への説明責任 
  （３）作業の妥当性 

 
 
 
※２及び３については、受審校からの要望はなかったが、本ワークショップの目的を踏まえ、 

センターから実施をお願いしたい項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．大学評価ワークショップ（名桜大学）実施仕様書
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Ⅱ．日程・プログラム 
 

日時：平成 26 年 1月 26 日（日）14:00～17:30／1 月 27 日（月）09：15～16：15 

会場：公立大学法人名桜大学（沖縄県名護市字為又 1220-1） 

場所：本部棟 4階第一会議室 

 

時間 プログラム 内容 

1月26日（日） 

14:00～17:30 

大学紹介、学内施設見学 

評価チーム会議 

・大学の沿革を紹介 

 

 

 

1月27日（月） 

09:15～09:30 

挨拶 ・学長あいさつ 

・公大協会長あいさつ 

・双方の出席者を紹介 

09:30～10：30 

(60) 

大学プレゼンテーション 
・教養教育への取組 
 

・教養教育センター事業概要等、名桜大学

型リベラルアーツの説明 

10:30～12：00 

(90) 

大学プレゼンテーション 
・学生による地域貢献 

・大学地域間との連携 

・学生による国際交流 

・地域貢献活動及び学生活動及び学生によ

る国際交流についての取り組みに関して

の説明 
 

12:00～13:00 

(60) 
昼食 

 

13:00～15:00 

(120) 

大学プレゼンテーションに基づく

ディスカッション 

・午前中のプレゼンに基づき議論する。 

15:00～15:15 

(15) 

休憩 

 

 

15:15～15:45 

(30) 

内部質保証システムについて ・内部質保証システムについて 

・これまでの認証評価、法人評価について

 

15:45～16:15 

(30) 

ワークショップを振り返り ・大学評価ワークショップの振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．大学評価ワークショップ（名桜大学）実施仕様書
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Ⅲ．参加者 

１．名桜大学（役職者等） 
 

 
 
 
 

№ 職名 氏名 
1 学長 瀬名波 榮喜 
2 副学長・大学院国際文化研究科長 山里 勝己 
3 大学院看護学研究科長 稲垣 絹代 
4 国際学群長 金城 亮 
5 人間健康学部長 金城 祥教 
6 附属図書館長 住江 淳司 
7 総合研究所長 金城 やす子 

8 
国際学群国際文化教育研究学系長 
語学教育専攻長 

伊藤 孝行 

9 国際学群国際文化専攻長 山田 均 

10 
国際学群経営情報教育研究学系長 
情報システムズ専攻長 

アリ,ファテヘルアリム Ｆ 

11 国際学群経営専攻長 仲尾次 洋子 
12 国際学群診療情報管理専攻長 木村 堅一 
13 国際学群観光産業教育研究学系長 大谷 健太郎 
14 国際学群観光産業専攻長 田代 豊 
15 人間健康学部スポーツ健康学科長 高瀬 幸一 
16 人間健康学部看護学科長 鈴木 啓子 
17 外国語教育主任（言語学習センター長） 渡慶次 正則 
18 メディアネットワークセンター長 田邊 勝義 
19 教員養成支援センター長 嘉納 英明 
20 数理学習センター長 高安 美智子 
21 教養教育センター長 木村 堅一【再掲】 
22 保健センター長 前川 美紀子 
23 エクステンションセンター長 平識 善盛 
24 健康・長寿サポートセンター長 高瀬 幸一【再掲】 
25 看護実践教育研究センター長        金城 祥教【再掲】 
26 国際学群経営専攻 教授（GPAC 実行委員長） 宮平 栄治 

27 
看護学科 講師 
（The Volunteer Activity Group 顧問） 

大城 凌子 

28 大学事務局長 金城 正英 
29 総務企画部長 山城 耕政 
30 財務部長 仲村 克也 
31 教務部長 佐久本 功達 
32 学生部長 渡具知 伸 
33 エクステンションセンター参与 嘉手苅 健 
34 総務課長 池原 秀人 
35 企画広報課長 上江洲 安幸 
36 地域貢献連携課長 比嘉 辰己 
37 教務課長 喜瀬 直樹 
38 学生課長 荻堂 盛淳 
39 キャリア支援課長 上原 康成 

１．大学評価ワークショップ（名桜大学）実施仕様書
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２．学生参加者 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 組織名 氏名 所属・年次 組織での主な役割 
1 ヘルスサポート JOYBEAT

（健康・長寿サポートセンター） 臼杵 守 
スポーツ健康学科 
４年次 前ヘルスサポート長 

2 朝市ゆんたく健康増進活動 
古堅 あかり 看護学科 ２年次 リーダー 

比嘉 司 看護学科 ２年次 副リーダー 

3 
 名桜大学学習支援ボランティ

アサークル／ぴゅあ 

松平 伊織 
スポーツ健康学科 
3 年次 

副リーダー 
（次期リーダー） 

4 
城戸 海輝 

スポーツ健康学科 
2 年次 

会計 

5 
名護まち映画サポートクラブ

（国際学群プロジェクト学習）

宮城 圭介 
国際学群・経営専攻 
3 年次 

名護まち映画サポートクラブ

かわら版チームメンバー 
6 

若本 明江 
国際学群・語学教育

専攻 3 年次 
名護まち映画サポートクラブ

ＷＥＢチームメンバー 

7 
前川ゼミ（食育普及活動） 白井 優基 

スポーツ健康学科 
4 年次 

ゼミのリーダー 

8 GPAC（Global Partnership of Asian 

Colleges ～アジア学生交流会議～） 
石井 卓真 国際学群 

GPAC 全体統括 

リーダー 

１．大学評価ワークショップ（名桜大学）実施仕様書
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３ 評価チーム 

（１）評価担当者 

担当 氏名 役職等 

主査 浅田 尚紀 兵庫県立大学教授 

（本センター）センター長 

学生による地域貢献活動 木苗 直秀 公立大学協会会長 

（静岡県立大学長） 

内部質保証システムについて 佐々木 民夫 岩手県立大学高等教育推進センター長 

（本センター）副センター長 

教養教育の取り組みについて 柴田 洋三郎 福岡県立大学長 

（本センター）専門委員 

学生による国際交流（GPAC） 

大学・地域間との連携活動 

森 正夫 公立大学協会相談役 

（本センター）専門委員 

大学評価ワークショップの振り返り 中田 晃 公立大学協会事務局長 

（本センター）専門委員 

 

（２）事務局スタッフ 

 杉浦洋典（公立大学協会事務局員） 

 照屋信次（公立大学協会事務局員・名桜大学） 

 

 

 

Ⅳ その他 

（１）実施経費 

○ 評価チームに係る旅費等の主要な経費はセンターが負担する。 

○ 受審校参加者に係る主要な経費は、受審校の負担とする。 

○ 飲食に係る経費は、各自の負担とする。 

○ 上記以外の経費については、協議の上負担について決定する。 

 

（２）準備資料 

 ＜名桜大学＞ 

  ○ プレゼンテーション資料 

 ＜センター＞ 

  ○ 大学評価ワークショップワークシート 
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４ 評価チームプロフィール 

 

評価チームプロフィール 

 

氏名 木苗直秀 

所属・職名 静岡県立大学 学長 

学位 博士（薬学） 

専門分野 食品衛生学、食品安全学 

主な職歴 平成 19 年 4 月  静岡県立大学理事・副学長 

平成 21 年 3 月  静岡県立大学学長（現在に至る） 

備考 

 

公立大学協会副会長（2011.5～2013.5） 

公立大学協会会長（2013.5～） 

 

氏名 浅田尚紀 

所属・職名 兵庫県立大学 総合教育機構 副機構長（教授） 

学位 博士（工学） 

専門分野 情報工学 

主な職歴 広島市立大学副学長（2003. 4～2004. 3） 

   〃  情報科学部長（2004. 4～2006. 3） 

   〃  学長（2006. 4～2013. 3） 

公立大学法人広島市立大学理事長（2010. 4～2013. 3） 

現職（2013.4～ ） 

備考 

 

＜主な委員等＞（◎は現職） 

◎文部科学省大学設置・学校法人審議会委員、大学設置分科会委員 

◎公立大学政策・評価研究センター長 

◎大学基準協会大学評価企画立案委員会委員 

公立大学協会副会長 

 

氏名 佐々木民夫 

所属・職名 岩手県立大学 高等教育推進センター長（特任教授） 

学位 博士（文学） 

専門分野 古代和歌文学、郷土文学など 

主な職歴 岩手県立大学副学長（2008.4～2013.3） 

同企画本部長（2010.4～2013.3） 

同共通教育センター長（2012.4～2013.3） 

現職（2013.4～） 

備考 ＜主な委員等＞（◎は現職） 
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４ 評価チームプロフィール 

 

 ◎公立大学政策・評価研究センター 副センター長 

◎大学基準協会 基準委員会委員 

◎大学基準協会 大学評価企画立案委員会委員 

 

氏名 柴田洋三郎 

所属・職名 福岡県立大学 学長、九州大学名誉教授 

学位 博士（医学） 

専門分野 組織学、解剖学、電子顕微鏡組織細胞学 

主な職歴 九州大学教授（遺伝情報実験施設長、学生部長、副学長、アドミッション

センター長、総長特別補佐、副学長と歴任）（1988.9～2010.3） 

独立行政法人大学入試センター 試験・研究統括官（2010.4～2012.3） 

現職（2012.4～） 

備考 ＜主な委員等＞ 

独立行政法人大学評価・学位授与機構 評価に関する外部検証委員会委員

 

氏名 森正夫 

所属・職名 公立大学協会相談役／名古屋大学・愛知県立大学名誉教授 

学位 博士（文学） 

専門分野 東洋史学 

主な職歴 平成元年 名古屋大学文学部長（～平成 3 年 10 月） 

平成 4 年 名古屋大学学生部長（～平成 8 年 3 月） 

平成 8 年 名古屋大学副総長（～平成 10 年 3 月） 

平成 10 年 愛知県立大学学長（～平成 16 年 3 月） 

備考 ＜主な委員等＞（◎は現職） 
◎公立大学法人名古屋市立大学法人評価委員長 
◎公立大学法人三重県立看護大学法人評価委員長 
文部科学省大学審議会大学教育部会特別委員（平成５～１１年） 
大学評価・学位授与機構機関別認証評価委員会委員（平成１５～２１年）

文部科学省国立大学等の独立行政法人化に関する調査検討会議委員、文部科学省育英奨学事業のあり方に関する調

査研究協力者会議委員、文部科学省学生のボランテイア活動に関する調査研究協力者会議委員、九州大学外部評価

委員、京都大学共通境域検討委員会、公立大学協会副会長、公立大学協会法人化問題特別委員会委員長、公立大学

法人化特別委員会委員、愛知県社会福祉審議会副委員長、中部通産局インターンシップ導入研究会主査、愛知県障

害者施策推進協議会委員 

 

氏名 中田 晃 

所属・職名 一般社団法人 公立大学協会事務局長 

主な職歴 平成 14 年 公立大学協会 入職 

平成 19 年   〃    事務局長（平成 23 年 12 月より一般社団法人）
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公立大学における
認証評価の現状と課題について

兵庫県立大学 浅田尚紀

公立大学 政策・評価研究センター長（公立大学協会）

H25.11.7

中央教育審議会 大学分科会 大学教育部会（第26回）

認証評価 法人評価

国立大学法人

学校教育法

（大学評価・学位授与機構）88
（大学基準協会）2

国立大学法人法
（国立大学法人評価委員会）

公立大学法人
学校教育法

（大学評価・学位授与機構）41
（大学基準協会）49

地方独立行政法人法
（地方独立行政法人評価委員会）

公立大学

私立大学

学校教育法

（大学評価・学位授与機構）7
（大学基準協会）333

（日本高等教育評価機構）298

61法人65大学

18大学

受審大学数はH16からH24の合計

国公私立大学の評価制度 2

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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• 機構に関する事業仕分け結果への要望
• 機構の認証評価事業を継続

• 国立大学を中心に設計された評価の在り方を改め

• 評価研究部の専任教員、評価委員に公立大学や私立大学の特徴や課題に詳しい運
営経験者や研究者を大幅に増やすこと

• 総会においてテーマ討論

• 認証評価と法人評価に関して調査を実施

• 認証評価に関する調査

• 公立大学に相応しい評価基準や公立大学を理解する評価委員が必要

• 公立大学の評価に関する情報共有システムや共通の研修の取組みが必要

• 自由な討議で評価者・被評価者が双方向で学べる評価となるべき

• 法人評価に関する調査

• 教育研究は年度評価では客観的・外形的な進行把握に限定のはずが、質や内容にま
で言及される

• 認証評価と法人評価の一体的実施が必要

公立大学の認証評価に関する議論（H22）

認証評価機関を公大協が主
導して設立することが必要

（機構：荻上教授）

設置形態別の認証評価では客
観性・公正性の問題も出てくる

（基準協会：工藤部長）

現状の評価は公立大学にとって
客観的・公平的と判断することは
できず、公立大学としての経験を
積む必要がある（矢田会長）

3

• 「公立大学の質保証に関する特別委員会」を設置し、認証評価について

評価機関設立も含めて検討（奥野会長）

• 提案の背景には公立大学特有の課題

• 第一サイクルでは公立大学の実情が理解されないままの評価が散見

• 機構の評価手数料の大幅値上げ

• 機構が認証評価から撤退の懸念

• 法人評価の実施方法が設立団体によって相当異なる

• 特別委員会の活動

• 文部科学省、認証評価機関、高等教育研究者等へのヒアリング

• 認証評価機関の認証に関する基準、機関の要件について情報収集

• 高等教育改革フォーラムを実施し意見収集

• 第1回「公立大学に相応しい認証評価の在り方について」（7月）

• 第2回「公立大学に相応しい認証評価の在り方（法人評価との一体的運用を視野に）」（10月）

• 第3回「大学ポートレートと認証評価」（12月）

• 第4回「公立大学の地域貢献・地域連携機能の充実とその評価」（2月）

公立大学の認証評価に関する議論（H24） 4

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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• 大学側と認証評価機関側のすれ違い

• 認証評価と法人評価の関係が曖昧

公立大学法人の評価を行うに当たっては、認証評価機関の教育及び研
究の状況についての評価を踏まえることとする。（地独法79条）

公立大学側の認識 認証評価機関側の認識

実地調査での評価委員との議論は有意義だが、
評価結果に至る議論の経緯が不明。

どのように評価するかを巡って、本質的で豊かな
議論がなされている。

公立大学特有の課題について何度説明しても理
解してもらえない。

大学評価は普遍的なものであり、実績ある評価
委員が評価している。

点検・評価報告書作成の負荷が高い。 評価基準、評価項目等の簡素化を図っている。

評価結果は点検・評価報告書の要約が大半で、
指摘事項はわずかしかない。

点検・評価報告書をつぶさに評価したことを明示
するため再度記述している。

評価手数料が大幅に値上げされた。 必要な経費である。

公立大学の認証評価に対する問題意識 5

文部科学省「大学改革実行プラン」（H24） 6

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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• 質の向上
• 学校教育法

• 「教育研究水準の向上に資す
るため」自己点検評価および
認証評価を義務化

• 学校教育法細目省令

• 「大学における特色ある教育
研究の進展に資する観点か
ら」大学評価基準を定める

• 質の保証
• 学校教育法細目省令

• 「大学評価基準が、（中略）、
大学設置基準に適合している
こと」

• 「（大学設置基準に準拠した）
事項について認証評価を行う
もの」

• 機能別評価の導入

～多様な大学の状況に応じた評
価へ～

• 大学の強みを伸ばす客観的評価
指標の開発

• 学修成果を重視した評価

～インプット中心から、プロセス・
アウトカムを重視した評価へ～

• 「大学ポートレート」の活用

評価を通じた質の保証・向上の促進（認証評価の二面性）

大学の
特色化・
強化

社会へ
の説明
責任

7

評価の効率化「認証評価と国立大学法人評価の一体的実施」

• 公立大学の法人評価委員会は自治体ごとに設
置され、評価に関する共通の指針や基準がない。

• 法人評価委員は、必ずしも大学の教育研究や運
営に精通しているとは限らない。

国立大学と公立大学の比較

8

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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• 公立大学のミッションの明確化と相応しい評価基準の検討

• COC機能の充実など、社会に対し、公立大学の特性について説明を尽くす

• 公立大学のミッションが鮮明になるような評価基準を作る

• 報告書の様式の検討

• 教育情報公表の徹底で「法令適合性の確認」を簡素化する

• 法人評価の結果や特色ある取組への評価を含めて一覧形式に取り込む

• 公立大学の機能強化のための大学評価コミュニティーの検討

• 大学を支援する視点を持った継続的対話により評価に納得感を得る

• 大学評価コミュニティーを評価担当者の学びの場として機能させる

• 公立大学法人の場合、設立団体との間で留意すべき課題を研究する

公立大学協会の取組（H24年度報告） 9

報告書の様式の検討（一覧形式の簡素な評価フォーマット）

自己評価
優れた点

改善を要する点
公立大学法人等における
目標・計画、その評価等

エビデンス
（リンク集）

大
学
が
独
自
に
設
定
す
る
評
価
項
目

個
別
活
動
に
関
す
る
項
目

① ○○学科の教育におけ
る地域貢献の役割

② 学部生対象「副専攻」の
取組み

③ …

活
動
の
改
善
に
関
す
る
項
目

① より多くの教員の共同作
業としての地域貢献を実
現しているか。

② 地域との連携についてよ
り有効なものとする観点で
の方策がとられているか。

③ …

基準例：
大学の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、成果を上げていること

10

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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• 地域社会と公立大学の創造的な連携をつくる

• 大学の地域の知の拠点（COC）事業について、国や地方公共団体に対して

積極的な提案を行う。

• COC機能に応じた教育カリキュラムなど、必要な方法論について検討を行う。

• 公立大学の機能充実のための検討を行う

• 「公立大学政策・評価研究センター」を設置し、公立大学に関する政策や、法

人評価・認証評価の課題について調査・研究する。

• フォーラムやワークショップの開催を通じて、会員校間の交流を密にし、公立

大学のコミュニティーを創る。

• 公立大学の学生とともに教育改革を推進する

• 平成24年度の学長会議で生まれた学生ネットワークを引き続き支援し、学長

会議の際に合同シンポジウム等を開催する。

• 学生が大学COC機能の一翼を担えるような取組みや、学生による大学改革

（例：FD活動）への参画を支援する。

公立大学協会のH25年度事業計画 11

• 趣旨
• 平成24年度に公立大学の質保証の課題について、新たな認証評価機

関の設立を念頭に置いて検討を行った。その結果を踏まえ、続くプロセ
スとして「公立大学政策・評価研究センター」を協会内部に設置し、当面
以下の目標を掲げながら、3年程度をかけて今後の活動の方向性を探
る。

• 目標

• 「大学評価ワークショップ」の試行的な実施を通じて、認証評価および公
立大学法人評価に活用できる外部評価としての「大学ピアレビュー」モ
デルを作成する。

• 公立大学法人評価に関する情報を収集し、法人評価の在り方に関して
参考となる資料を作成する。

公立大学政策・評価研究センター 12

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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• 外部評価の利用（自己点検・評価を内部質保証につなげるために）

• 自己点検・評価の信頼性と妥当性を高めるために、必要に応じて外部

評価や外部の視点を取り入れることが推奨されます。自己点検・評価の

過程で （中略） 大学間で相互に評価し合う方法等が考えられます。

• ピアレビューの重視（大学評価の特徴）

• 大学の教育・研究活動に直接責任を負っている大学教職員が専門的な

知見・識見を駆使することによって、的確な評価が可能であるという立

場をとっている

内部質保証と大学評価（大学基準協会 大学評価ハンドブック） 13

１ 趣旨

• 公立大学政策・評価研究センターは、会員校の要請に応じ、対話を中心とした双

方向的な評価「大学評価ワークショップ」を実施する。

• 受審大学は、内部質保証に関する知見を得るとともにワークショップの報告書「大

学ピアレビュー」を外部評価結果の一つとして活用する。

• ワークショップに参加した大学は、評価側の立場を経験することを通じて、大学評

価や内部質保証を担う人材を育成する。

大学評価ワークショップ

２ 評価・支援項目の例（大学の要望を踏まえる）

（１）大学の特色ある取組みに対する評価
（長所の発見とさらなる向上策の検討）

（２）各種評価結果を受けて実施した改善
活動に関する評価 （課題発見と改善策の検討）

（３）内部質保証システムの機能に関する
評価 （内部質保証に関する方法論のディスカッション）

（４）大学評価ワークショップ自体の評価
（自由な対話を通じて評価実績の蓄積）

３ 「大学ピアレビュー」の報告事項の例

（１）大学が長所として掲げる特色ある取組み
の優位点

（２）各種評価結果を受けて大学が行う改善活
動の進捗状況

（３）大学の内部質保証システムの有効性

※ 認証評価、法人評価等にエビデンスとして活用できる外
部評価とする

14

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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公
立
大
学
政
策
・
評
価
研
究
セ
ン
タ
ー

認
証
評
価
機
関

大学評価ワークショップの活用モデル

評価・支援項目の要望

対等な対話によるピア・
コンサルテーション

大学評価ワークショップ

認証評価結果

法人評価結果

公立大学

自己点検・評価報告書

中期目標期間業務実績報告書

大学ピアレビュー（外部評価結果）

大学ピアレビューを
外部評価結果として
活用

大学ピアレビューを外部評価結果
として活用
認証評価結果を「踏まえる」

内
部
質
保
証
シ
ス
テ
ム

法
人
評
価
委
員
会

15

• 認証評価と法人評価の目的・関係・効果を明確に

• 質の保証、質の向上の意味と内容

• 国、認証評価機関、法人評価委員会の責任と役割分担

• 認証評価を「踏まえた」法人評価、法人評価の積み重ねとしての認証評価

• 大学評価人材の育成による大学評価コミュニティーの形成を

• 公立大学政策・評価研究センターの連携研究員の試み

• 実質的に機能する「大学ポートレート」を

• 質の最低保証としての「情報公開」とIR機能支援のための「情報活用」

大学評価制度改善への期待

質の向上
特色の強化

法人評価
（大学の特色化のための中期目標の作成とその達成）

質の「平均」保証
認証評価

（大学の長所、弱点の発見と質向上に向けた支援）

質の保証
質の「最低」保証 国による助言・指導・警告・命令

16

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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• 設置・設立団体の多様性

• 都道府県立、市立、事務組合立、県市共同立

• 高等教育政策の多様性

• 国（認証評価、国公私立大学を通じた大学教育改革の支援等）

• 自治体（法人評価、基盤財源、教育振興基本計画等）

• 法人化の多様性

• 理事長・学長の別置型・一体型

• 法人化の時期

• 職員構成の多様性

• 自治体派遣職員100％の大学から法人採用職員100％の大学まで様々

公立大学の特性（多様性）

多様で標準モデルのない公立大学は、学長のリーダーシップによって、
各大学の特色を強化する独自の大学改革を推進している

参考資料１17

公立大学の特性（公立大学法人の類型）

（設立自治体数、法人数、大学数）

参考資料２18

６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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法人評価サイクルと認証評価

H22年度に法人化した公立大学の例

参考資料３19
６．公立大学における認証評価の現状と課題について
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